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Ⅰ　インドネシアの金融機構小史

1972040034.TIF

インドネシアにbける金融機構の形成と

1960年代の経済（I)
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はじめに

本稿においては， インドネシアの金融経済のr
格を明らかにし，金融諸政策が，とりわけ1960年

代に，経済の実体の推砂にL、かに作用したかを考

察する υ そこで， .tずインドネシ γの金融機構の

I［；此士歴史的にみながふ j三的色紙（）トノパt格をtl/i''J：寸

：らことにしよう。

I インドネうア山金融段構小史

上 積印植民地金融機構の生成・発展期

32 

み

りリ
山
口
只

ぉ夫
n .-, 

平

1: I、れ J ア地域において，近代的組織を持つ

にた融機ty,j／），最初に登場し た小l1 l82Sifである。

111］：ト・ 2Jl71lにオランダの11.：］；お尚ミh会社， N.V. 

Ncderlandsche I landelmaatt;cl】appij(N. II. M.，す

ワシゲ問事会H：〕がハーグに設立されcttl），ただち

に蘭［：！］に支店が開設された。 N.H.M. は私企業

C'）形態をと’ Bてはいたが，オランゲEをその筆頭

株i：と L, 「ランダ政府の全111:wrこお(jる輪/:ll入

Jil11lnfυ11!}, 

I l]f.二J;1‘、ては貿易金融を主 ELた11'W！／でfl」行業務，

｜精業fcfi動才3上び農閑の経，討を大規椴．に朽．なザJたο

1927if'.10月10~l Cit 2〕には，簡印領土内で発券業

務を行なう deJavasche Bank (Java Bank，ジャり

岱！h)/J：ノミノJl:＇＇ア（現ジャカルウ）に設立された。 fi,J

f i七ーとた私企業ではあったが．資本金（｝）；ょとんど

かオランゲ政府と N.H.M.により ￥li1出された官

公に近い銀行であった。それゆえ同行の総裁は顛

印総督により任命されることになっていた悦3）。

Java Bankの目的は蘭印内の通貨とオランダ・ギ

ルダーの平佃iを1対 1に保つことは1:4）と問時に預

金U肢の開設，手形川引，外為取りl，担保融資

( ': :, ＇；＇；，山内長銀行業務を遂 fj・ ／＇る ことでふ ＇｝ たυ

.; 1.i. A ＞ん， Java Iおnkは q，央銀行業抗と商業銀

行業務を同時に行なっていたのである。そして，

く二の伝統は，インドネシアが独立した後， Java

Bankが固有化されてインドネシア共和国の中央
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fF f rとI, lてん、らも，JIき正IJーがjI -c 1，町＂＇ Iこっ Jav日

lbnk t勺 ，；;.t_,<r1灸Plrirこは cj-.；：， 法1YJHnt1Jが洋次；協定

Jれとは〕 E、］（122if：二 j山 ιlBank 誌が；i,iJ定される

にむとんでその社、的I也｛，＇［が磁ワ主した〉

Java Dank U〕笠l.＼）；以後， 多〈のクトfr.］系：1HHが醇1

l!l で i ，円id· る r仁川，.~ 7'人 P土n fーラ〉ゲ系1,1'[れが民

~.名：， .~; t tc j, ，りとして Nじderlands-lndischc
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i＇・Nederlandドーlndi氏、beEscnm pt ¥ 1 i J. iiカ： ら
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行業f;j土行にう A、／二J、c',FI; it,lf i.:t i 4/i乞 i，土：＿ ：二
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／二J1』ire1; tとjノど／J孟人 ＼j仁ji牧を 4乏； ＇：；二 二jl /: :・,.-

「北に行ト却行；土出？：こj:1(/1· ；｛ζJ告専1長 {I：と：t'.,;,1；吃融資！、~＇

:t（ヒ，，し＇） i九11巨；〉（ヒIi>/「，'i.斗 j)~ l十C

d一7ι ＇I、；己♂）主j」イlとI.C一；土ftl_J,i.二（；ι、lllt、，・ntespa・

山 一1,ank,d，、｜ミt'rsk'.¥Jed,・rlandsch-lrnli町 hSpaar-

k川七11 Le，・日11sver川 kerin三九Iij と‘、，fこU'i¥,:li店長

hーがあす Jtこか， 七としこ， I話！Ill千五千十のす 7ング人

[r1J lト（二！：定一、'r-~ Itた仁のであ－ ,t:こ0

主／－：..， Chmlercd Bank of India, .¥ustraliは and

China、（、h社rtereel I¥ 1ercantile Bank、lIongkong 

and日han以haiBanking Corporation :tヨt-U Ori-

c11tal Bank とL、つ三時出系円分行i十点iIll i：；引い

L司貿ぬ：？子1'iiI1・
I •• i、，＿し＼ぜ，，＿，

中lょjぷH!i1ーとし 、i工， LjJjJj山｜伝；，，m「jBank o f 

（、hi口；1とLノンゲ7ぷ一1レiご本 J,t；：士 ii＼く（〉、＇C‘rse;1お

（、hine討亡 Bankin只 （、刊rpo1・江tion1t1.6 ＇，う

とも中i司ノ＼のすきゴミ可貿｝H'::M自に従事しといたの l話J

Ill内に本店を持ってし、たものには， BataviaBank, 

（、hungwhaメhanghaiMij.お上ひく Bankvereeni-

ging Oei Tionに Hamなどがあり，ぴJ2者は中同

／、の送金と貿易金融t...行ない，他は OeiTionε 

I ！日lll コンツ工／レンに資金を供給していた。

： f i；本系銀行で；土台湾銀行，横浜〕t：金銀行およο
'._ }j:< 

本11flのfヨ易金融を必んでし、た。

以上がインドネシアの独立以前に隊11°1]内で活動

l ていた組織化された大椛ぼなノ企融機関である。

これらの余融除問；土，全てが［羽目J（／）商，＇，Miモ物の生

点、愉/i＼、見立4り輪入を{JJ':J韮するf交，t

／巴こ C 1~~ 一H勾すれi主， これらの念融機関は蘭印と海外

との11号のUh'.r・サービスのf!i't；取にのみ関与してい

にの εあし 典型的なli/fPc.l也割合融機情で、あったo

tランゲ系会融機関を中心！：： LたこのWU宅地金融

関憶はfrl；糖， コーヒー，茶，煙草， ニイムなどのt'l

i三ii；；＇；：＇／さの発展に寄－りすると 1，弓ll寺に自らもその業務

をJ広大してい－ ＇た。

ニ）tJパJこ土、fしぐ，楠1:1w:1部の財貨・サーヒスの

術ι：に’市 ljL〆ていfこのは個人なし、し小士見模な組織

です＼ tI＿どいた仔極の地場金融機関であるつ

1＞.＇~業銀行が民間のインドネシア人により設立さ

れる主うになったのは20位紀も第三ド目半世紀には

ヤペてからである。トiV. Bank Kasional Indonゼ

ドia,Al川 eanおauda只品rおよび BankBatakなど

が設立されたが取GI.:'!:i臼f;tいずれも小規慢であっ

た（；l 7),, 

他方， IC)世紀の末比iからは関印政庁のイコシア

子 fプによって，庶民会融機関カ1設立されはじめ

たR 士ず， 1896年には政府＇ 1？吏への融資機関 af

delings hankが多数設立されたけ、呂ノσ この afde-

lings hank i土句後の19:;,4年に94行が統合されて

A lgerneene Volkscrediethank (A. V. B., ),ff.上t長：Jtfr)
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少なか J Jた。他）j，外iIA系銀行'14:1ヰの資本企もと

l二、：九H＼再F

投融官規模（））拡大iまifとん，ど本｜司h通らの資：0.tこ上

;) ¥l1'j;!, ;/ L、l取引現地民カ‘らの資金収＊＇＇ニ依存する

ヒis －、 7～

ぐいのおbpaar-

bank （郊（t~D ；京，tJHけが：設立さ At、作i也；こ k!r1｛が設

ーパ、で句 ］付＇. l81iHこ；；t)\'r －~号tlhi と［

このことは繭印内の:,i;1J{n土さ才〉めて’トさかっfこO

ばiiぅ者；よインドネン f人か過半を！片d,

ていたが、寸ーロ、ソパ入、 if11:1J人も台主jlてνた η

主た，；：；民［1ijけ融資機関と Lて司 Hi＇.＇係！？！の米を

目された r

外[J,j系銀行の支店網が投融資桜模iこ比べて小規校

であったことにも表われているイ

したがマー：，勺ll寺山金融機佑u、閣［：I]内て会乗ljl{'f

II巴料ち：貸し付ける luml 〕u叫 de.Scし ：~ l( ＇照子

円購入口 f、壬aL付ける hankde~a 1~·；，没。：－~ 7. 
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二c}).l: ) がなぎに等 lL、状態にあ pた。そ Lてわわた。｛也j人川市ilーで1,,jけには公'i＼’Hthtが多数;t;:

t.: I記l'[J'.1ト融機構内・i'if持［：t独立後，，こもJ与：〉持され'°' 0:<htて

也、化i:受けただけで総体と［ての法本的な性的HJ

p交わることがなか J 》た夕刊1,j系銀行を接収Lて設

以予 .tl1ニ［l'.J')J~銀行にはい~I人j山公衆力e1＼の資金収年

i主力ぴ）｛尽きが受けキi主力為hてし、｝》たのである，

・t'.:¥Iが多少の組織！日＇）Wtιc})j也Jt¥<lit投機WH土／ イレド不主 f人eli;{f:L(rこに vて；，上 1，刊)Tlさ,iL六：

'i,r治問問内 f・_JL: Cl 七円上りすv民11\J れより小j、•}l慌た
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全日L；：自Jうaレ，P二cかれ r,;tlih'C: ,J 

士ht:・/J •/'. l、：・,1；ミ1( 1.二川平I］ご、i'Wtft /・. I、

地域金融機器の建設期（ I ) 

1（ト15年～1！め8年

2 L j三宅' fこり L C ＇，、lこU J C今 hζ〉,l:rJ凶fiii.・,C:~とれた

ノ／見ιii[¥:;_¥' I/ j七九日必ιでは Iごノ，fl，日：，11rそ；うs つ

にはいと，：：jfi)aL士uな，・・.，た 独立戦争ドト12(f：ヵ‘人19,19t1セむの IT￥市H支持トF びlI 

H本軍軍W{,ii': i!ij(.~ ( t既{rーしり金融機構l土｝抗感 L,ゴ、 LてL、うに各l也にノ長支えのし（：；此［i'i］けd:if:IJH L /J 

fンドネ Lr 共和！当時取紙幣，蘭l:ll

政jT紙幣が多発されたυ それが生夜活動のif滅と

十けまってインプレーン 1 ンを生起し，以後四半世

紀にわた.., jこ：mt生インブレの立治事長となったのであ

(;!Fj' lドポ！？乙

11:j ゑftしをri'111f;if:JとL、

たが、 El:l8:iに I、｝ぐ！指じIHkrJ:tシ

;, .；－；上 c：スノトヲ見と

利貸しをJJ，日川するにうにな－，／；二

前i二iJ時代のインドネンアの金融問；；んは概略｜：記

のような佑「l支をj守〆f亡し、た。 lil'H立llliI・ の fJノド宇

インドネン

「Ji;f11[;;:J政府が樹立された。けれども， 1949年12

Jj ;K までの独立ij'~争期中は現イ正の f ンドネンアf,J~

域r.t1 ＞ド与シア共和｜誌の支配域と院i:Cl11F土庁のた；

ノ、
’j つ

19,15{f 8月17Sに独立が’占討され，シア経消は、［革iiτl][i＇＿）音IIでf泊＞.￥；が5己

それJカ、らは切り開lされてむし九Hr界符済トこ組み己

主れたi陥出，1；－；北部11すとに三分されてヤた。そし亡、

1lii定Ci)f［＼＼ ~lj に対［て i 土 j也〆乙！ 1 と＊~「る t う J 二、

I i本'rfUこより発行さjL ／こ

’1i/.'.'P:は双）iの支配i戒で然｛制約三＇ i'（せられ，それ二よ

れの支配域で、新たに発行した紙幣との交換が行な

「！己Jl'~ とにう〉かj I C L、Iこり［免打i二1.'）してit外［1),f会HJふむ

:i,,'.itWHI', iこ， ) ・，、ども公士｛;t、怜寸とふと

)!,) ,1）イ；：：！却！陪fVJが，

ーが片足立：してし、たのであるハ f也lリi確なザ ｛ 1 トご

jヲJ1.t:こ(il9) ,. 

共和国支配域では， 1946年に発券業務と商業銀

羽（／）金融民問。）業務i土貯世銀行以外以{fl背{i;:fatの

じて去十三の菩J簡に~；. lj Jするこどが色彩7／－~農〈，
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行主語び）両機能4：行なわせることを口的として，

Bank 刊日記乱raIndone日ia( B. K. I, ( : ドド d アlri

,'/j]i ii) h A ジャカ Fレ11r,uo，にi没：ウ；さJしたJ しかし

Jなが九日 f¥i'.L i 主主 r,ri~には発浄機能合 WIこすこ

とはなく，共和也政府により支西己域内の各所で 5

陀ににのぼる紙幣が発十）0れたr/Ul',, これらは大

使？？証券と 1て発行主れたものであり， L.たが〆｝

-c fi't 読者会I.:!: B. N. f.ではなく共和ll+1政！？すであ y

It N. Li tレヱI !7ジャカルタがオランゲ‘ぶれー子

に広九たl付18-!¥'l＇.？月 I二はイ！寺閉鎖を；_t（えなくされ

た他｝j‘ J'.H＇.叫には Jt－干11国政令 No.I I I'. J;t>; 

、ζ、4、！担十貴：ミ 'it，川＇） ／，絃資を Ii的と l.1こ B.ミnk

H.〔1kjatInι1011ι1吋iaJうミ.＼史－、

f縞lτ｜］政fJ'tl、支今配域ではJl1｛「i二に上 I) “R巴d1¥1( 》I 1 

じ～v ”ふとら L、it "Ni，バ＼Ionり”と ll子in tる紙幣

が発ii_';).1、大f怜古ii，二発ir .': ;J1 tニ乙 γリ銀行手i土

Jl-7:／干にLり1京市i;.¥;l1( ', ・／：乙｝シ γ ＇7銀行方の発行

か11千11円_'; ;11 k_,n1土l'.LH,lf九月:2711C点、 n, il主結銀

行予Wt除 1,/;J：川二Ifl（！，れ，！？ト19,n:2けまでにう己

( ; __ /-_' 11 I,'• 

、－iにおける fl］点協定が I949年1:2月271]lこ発

効したのじ「i・,,. u;n共和国・白N片付かムなる f

ンドネ／了連土ru吋II出が発足しだっけれども，協

定締結の際の妥協の令部と Lてジ γ ＇7銀行はすラ

ンゲの民間企主として存続し、植民地汚iと同様に

発券業務と尚？と銀行荒務を続行することとな，，

た。さらに l “J ャr/f長1iに影響を fj.える土うな

諸問題Iこ「よIL c:.tイランゲとの協議”をプモ宮Iす .1::＼，，、

う条J頁を’を11存J.1 /:_ _ 1 /2 I c Iいシ γげ fJHi に｛；E

をlj.え，：， Jl'ililj題、とは政府の財政活動t合んで

いよ二！のである（叶 J::1,_

1り50年九 )liこジャワ銀行は通貨改）（，：＜i:U4)(Mone『

tary Purge！全実施し、通貨の統一と市中の過剰流

動性の吸収を行なったむこの施策はノレピア通貨を

一時的に1x定せしめたが， rJ1央銀行借り入れによ

る政府財政赤字や大衆の通貨不｛甘から生じた流通

連伎の加速によりインフレは間もなく再燃した。

1950年 8月15日に単一共和国への改編を遂げた

インドネシア共和国政府は1951年12月6口(/115)に

ジ γリ銀行を国有化した。つづL、て1953年 7月1

iニ！にはインドネシア銀行法を制定し，名実ともに

独立した中央銀行が成立するとともに名称もイン

ドネシア；彼？？とi＇文められた。インドネシア手良行 l去

の内容に関しては後に述べることにする。

lj'c ・共和i主！の成）／＿：以後195広年頃までにかけて政

府系および民間の金融機関が多数設立された。こ

こで， この時期のインドネシアの金融機構の構成

金簡単に記しておこう。

l斗符銀行の H.N. I. (Bank Negara Indonesia), 

B. R. L (Bank Rakjal In山口軒ia）両行の設立につい

てはすでに言及したが，もう ・／：＞の同営銀行Bank

[ndustri :'-Jcgara (B. I. N., iJ~立］業銀行）は 1951

{fに：設立された。これら 3行がそれぞれ与えじれ

た段能はつぎのようなものである。

RX  I.はがj述のよりに品時閉鎖したあ左，

19119 "f-iこ荒務を再開した。けれども B N. Iの

地位を確定ナる立法措置は遅れ， 1955年に緊急立

法 No.2 として制定されたりその業務は（/116),

(1) w計業者一般，とりわけ輸出入業者に短期，

長期の信用を供与する。

(2) 貯菩性預金，当座預金を受け入れる。

(31 有価i証券をイ己買する。

(1) その他一般的た商業銀行業務を行fょうこと

である。

B. R. I.が発足したのはすでに述べたように

1 '.:J.19年であるが， 1951年には 8乃29日付法律 No.

12 Iこ上り Al』5emeene Volkskrediethankが整

3ラ
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i之江志その数にむレては活発に行なわれたJ た三

ぇ；上 11β7；＿ド4ミには1（開銀行数は%fl二全数えーそ

れ r，の支店は 179!8に達してし、た（( 2！〕ο

！ーに村ffi；地帯では高Jr:\Ji1寺代と＼，~様に組織化さ
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ゐ茶店にそ長Y＇していた（，［＇＇ IJJのは， H：、ア灯、]llj,IJ金融

主ハ影響、長期資金；）＇ 'FJi':して L、む二！こ‘食業家

機能不足ヤ＋UM1JdH'di'r：：二上る；fj'-/1:/：／占i：白光山火

/111ふとど i己]ii＼に b主，，！1中i占ι→ i均三，：＿； ＇：いらど

げ - - 、 一一千i"-;;,e l,;i i心む

_¥ ;, f：，交通，通信事情が劣悪なため，各店舗

ぴ〉融資地域がせまし、範間に限られているUDじこと

よ tri，摘の？を出3カ・ら生ずる困難に拍車をかけて

v、，j り

どこんでこのi；うな構ntと性格を持つfこJインド

じ／内会融機関は1946if～1958年の期間中に

どυ！；ろな金融行政・政策を lj.えられ，金融経済

i.J:、どし’； .l:：） にj長i-itiしてレ＇）たかを臨時 iにみてみよ

J
 

V
 

！／＿おi'IJI時代の二J2融経済を律してきた法的基盤は

l~J:!2 （干のジャ，；銀行法と関連諸法お工びオランダ

c1, !!'HU、， J（訟であ干，たけ独立後は、 1953年のイン

トf〆f銀行法の制定にf'F-＇てふ i法がジャリ銀行

.）；にと｝て代わり，さムに1，ぶ去を補足し、あるいは

！？さii:tと〉仁う仕法令点、，その後相次いで制定され

r, Lご、 二1,1.f》山一連のi士律によりカノξーさ

/ l Is. L、事例iこr パ、ては独立以前と同じくオラン守

山【怖い， l(itに依拠するものと c'，れた。金融経済

に！tJ-tる法体系はこの仁うな形をとってν、たが，

とJ七三円f）；体系山中心的な規定であるインドネシ

r )Hf ill：の’It1と士以下に述，.：：ょうは'J3＇＇）、

111 r,;1; J':tj1引き委民会、理事会および諮問委員

会，二上り運J日ぶれる（;f:!l条jυi宇治政策を委ねら

れJこi治:2:2条第 iJj'l)長正；iの立志決定機関である通

段Eli2'iは、 Jd，長大｜区 Ulii長），経済大臣およびイ

ンド Fシア銀行総裁（/,¥IJ謀長）で構成され（第23条

；村 1Ji'l、治＇.！4条第 IlJ'D，議決は多数決によって行な

われる（治24条第3項）。

；ヨ！ 1,,]j'J'；立独占的に銀行券を発行し（第8条第1

叫んその価値の安定をtxJる（第7条第 l項）。

,3: 同わは他に定める法令に基っし、て（第7条

信：， 11＇［）インドネシア［社内の金融機構の監督を行

な勺（；為7；長江＼ ,1 lJDリ

37 
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(4) 同行は送金，当時勘定の開設，令おIi証券の

割引・購入・売却，担保融資等の商業銀行幾務を

行なう（第13条第1項～第7項）が，これらの商業

銀行業拐はJ(四年12月：n日企越えなし、可能な限り

短期間J二｛也の銀行に委議する（第36条泊三Jf.i）。

(5) 間行は国庫の出納業務を代行し，｜調家の外

貨の管理・運用を行ない，さらに財政金融活動に

関して同家に技術的な援助を与える（i;i'Sl8J逗第1

項～第311'.[, iM3条第SJ.CJ，筑9項）。

(6) 同行が発行した銀行券，当座勘定残高等の

要求払い債出総額に対しては，金・外貨：予備，

IMF・ilf:銀の引出し権・出資額から成る流動資産

による支払い準備が5分の 1以上に連していなけ

ればならない〔第16条第1項）。異常な状況下では

3カ月を越えない期間にllfkって準備本がら分の 1

を下回ることが認められる（同第3項）が， l¥Jl間の

延長には議会の承認を重要する（同第5条〕。

(7) 同行は本法第16条の規定に抵触しない限り

大蔵大i目、必要と認めた際には大蔵何日HEfJ:を担保

に国庫に融資しなければならない（第19条第1項）。

融資額は当該会計年度の前年度の歳入総額の30%

を越えてはならず（同；：；2 fJ'.i)，越えるほ台は議会

の承認を史：寸る（同第3；只）【

このインドネシア銀行法第7条に規定されてし、

るように，インドネシア銀行は国内の金融機，構を

監督する任務が与えられた。地方，し..-,, i～でもな

く，インドネシア銀行自体，そしてまた他の金融

機関も法律，政令を通じて国会，政府の規制を受

ける。ゑM，＂行政・政策♂ j指J平系統は三のよち iこ複

隷的な形態となってャるが，中央銀ri・であるイン

ドネシア銀行に対してどのような政策措置を取っ

ていたかという点に政府の金融行政・政策の基本

的な傾向が示されてし、石。それゆえ，つぎに，イ

ンドネシ 7銀行法がど、ハように補足，修正された

38 

かをみてみ上う。

まず，同法第7条第5項を受けて，インドネシ

ア銀行が金融機構を監督する際の準拠法が1955年

政令第 1号〈江主めとして制定された。その概要は以

ドのようであるり

げ） 商業銀行，貯蓄銀行は大蔵大臣がインドネ

シア銀行の盟事会との協議を経たあと発行すろ文

丸形態の許可に主主’；し、て設立与れる。

（ロ） 上記許可を取得するためには，商業銀行，

貯蓄宮銀行はそれぞれ，払い込み資本が最低 250万

’1-,・ l：＇ア， 50万ルビアなくてはなじなし、。既設の銀

行も 3カ月以内tこ条件を満すことを要するり

判 インドネシア銀行は通貨委員会の名の下に

金融機構を監督する。

（斗全ての金融機関は帳簿、その他の経営’情報

をインドネシア銀行に報告せねばならない｝

（剥 インドネシア銀行は金融機関に対して融資

に関連して，竺 j;_ぎまな指示1-与えることがで会

， 
.；.）じ

H この政令に基づいて課された義務が遵守さ

れなかったり，履行があまりに漣れた場合，大蔵

大臣は通貨委民会と協議の後，営業許可を取り ill

・Iことができるり

（ト） この政令はニ次的金融機関には適用されな

し、（注34）。

以後，インドネシア銀行は，この政令に基J 川、

て出される通貨委民会布告によって金融機構の監

督，規制を行なうことになった。

ところが，まず，同じく 1955年の7月に法律第

11号が制定されたわその法律の名は「1953年イン

ドネシア銀行法第四条第2頃により定められた限

度を越えてインドネシア銀行から融資を受ける権

限を大蔵大臣に付与することに関する法律J（円；m

}~ ' ＇う。そして 1957年2月には再び同名の緊急、な
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法第14号（it3G）が制定され，対政府貸し111し制限は

事実上tiVJJ. i「竺れてしに pた戸

上 記16）に）＂）くしたインドネシア銀行法の支払い準

備に関する規定は， 1957年に通貨委員会自身が 3

・/1月聞に限づて準備本をlfl%に引きドげることに

Eり、 t'¥ t 'I棚上げさ jl九出績が作ムわん との

：~ カ月絞U' t以念、立訟に i：り，学年間， f準備本［！11

復の猶予期間がlj.＊・九れたの以後も引き続いて猟

予期聞が.；：if）ミ3れ， 1957午、 1958年のイf'.京湾備本

はそれぞれ‘ 11. 7%, 7 . ：~（；＂らにまで低·1· Lた、；t:17）。

「政府支出は支払L、準備とは独立の考患によって

決定されI,I支払L、準備は体系の中の鴻余として

変動 L/・_ I .1 :・)o 

イント「 f銀行の j~lt｛［バと通貨供給Ji守山前 ll:

めとが，このkうにして次々に侵されてゆくなか

で， 1958年のスマトラの反乱に際し，当時インド

ネシア出u「（c't誌であり， iI ¥111（！与な SoundGankinε 

のf言泰高であった SjaffrudclinPrawiranegaraが

「インドネシア共和ffl革命政府首相」として反乱

。〉指導；； ν＇lI人となったこ＞：:t象徴的なで三ごと

であるt 1· に＞~べる通 l'i'. Ji,; i会の構fj)(.（／）’伝記も勘

案して，この事件をも叶て，独立:Eu:i・以後1:)fi8年

iこ奈る一つの期聞の終γのバルクマ－－／レとみる二

とができに「， • Sjaffruclin /J ,j'.君、裁の地｛，＇（ 乞 Lった

あと聞もな〈、 「通貨は取と財政政策υ，1［りに1:.t.::

得るJ矛盾を排除するために」〔昌：39）通貨委員会の構

成人員に経済関係閣僚2名が追加された。この結

果，通貨委Lt会の構成以閣僚4名と中央銀行総裁

ということになり，政府の支配力は一樹自主化とれ，

中央銀行の独立性はほとんど期待できない状態と

なった

また‘ インドネシアtli行法第36条第三引の規定

では同行は商業銀行業務を1953年末までには他の

銀行に委譲するはずであったが，続行された。

三のようにインドネシア銀行法の骨子7項目の

うじ，（2), (3), i討を除く 4項Rが1%8年までに変

史全加えられたか，無視された。重要なことは，

これら 4項目はインドネシア銀行の独立性を守

し野放図な通貨供給増一一，とくに財政を通じて

L’）j的資供給増 を抑制するための諸規定であ.) 

/::. ふ とである。そ川結果，この期間中の通貨供給

地減要因における政府部門は，通貨供給量変動に

tr i-－る寄与率がf浮年 100%前後となり， 1956年な

どは 200%を越え／これそして， 195:l年から1958年

の聞に通貨供給量は 3.9倍に遣した。また，消費

者物価指数の各年の変動率は

iリら1’19 

H 7すもfi.0%:i｛》＇＼ら｛》，1%35.0号ら 1 :i＇？右54.9%18 （）り{, 

レィ、う経過をたどった。

てのように中央銀行に対する政府の支配力が徐

出二強まれ政府部門が国内経済の不安定要国と

しζ存在する状況下では，物価安定を目指す．金融

政策は，もっぱら民間部門を対象として実施され

つぎに，二のNi間lこ行なわれた民間部門に対

1る金融政策び）竹一散をみてみよ〕 c

この時期の金融政策一般の同様は国内物価の安

と国際収支の均衡維持であった。政府は，主権

山［けi復以来，経流v＞分野においては「（1) タト同人

山少数者によ J て行なわれてきた経済活動tこ対し

てインドネシア人の支配を確立すること，（2) 総

生産のうちのより大きなシェアをインドネシア国

i誌に与えること，日） 1人当り所得の上昇とし、う

形でつ経済発）長の推進，（4）経済安定の総持j

'iE40Jに努力していた。とくに前2者が重視された

が，これらの出品、こは財政面からの援助措置が不

1,r欠であり，その結果生ずる経済の不安定化要国

に対処するのが金融政策の役割であるとの位置付

けが行なわれた。それゆえ金融政策としては融資
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また政府山氏一族主義的志向にもかかわ

らずくじ融行政面では外1,1'1銀行に対して開放的であ

的でありちラな状;Ii'，であ｝／とたυ～l二｝ゴ してl(l/lJ{;[¥/lfj壬対象と

して行なわオLfこc
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｝てきてit L、fこが， ;'i.:,1,

ii!J!t~ と i七較す，／［，（ Jぐ（JI）その宇JJ-!t}jv'l ’i守：怖が ： r ；ド！

づてえるようなII寺1l}jてtい＇ 1こr

J(fo，支配力i.t 11，々 iこ •J1\ 1c 二））結果i品以てら》！：i1!l f守｛jl、

,j：こ大1[jt1防止交乃＼：：;-: しノピが抗，， ＇ぐよ出こ

i王白山・T：でお〆 lJ三

’＂－＇寸 IJレ(1, J}L tニム

と；リJ(f目下1r旨111：ニヒる柏111アームとで通貨i+tt,;!;'.:f.th

地場金敵機構の建設期（ [I ）心f,1])

19忌品守～ 1%＇＞今

3, '': J）＇とぷ,jlJ5］｛ドの物f1tlii二トト十ミ｛土（i4.7
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、''・・ U竹 ？ トー

lJ，」、ユロし I一＇

1tllだ「〔；：以後lりらお年に奈川日Hと fンド子〆アで

はさ ιヒS・主t.d也i場企融機関がi茂之、写れたが，他｝j

では外↓UtHh:t:1;1；し外為業務 f，： 中心1-:I_て活発f.二

いら山＂＇干名に

年と；，？＇p,:-'c記；J止したυ ：nLども，仰向下1μ)G＇；勺 ／－ ム
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1,,c1千jiじあと：， ', 、ti日立～4ι子11：：のj寺tfrirそiを受iJ', :J：跡、械

情山f長｝却よ大3く変説LIs::. I /¥AC）＂ 余融機構の二ぴ）

11}1li過程には民族主義的， q，央i(Hi1切なこ山II寺!UJ

山ifc{,jjf!l幻誌の傾向か明1'1iこ反映されどし、0n

｜ロlit中に ~rt＼，，、柏入 HiililJM

三月 lfl 1こi土；V1.:・ ,' 

1:'/l['Z支，J1三jJ：’d：：し、

とらJL ／：：.，二C.") . 1：；：としてラ

通貨の九件 L －卜式＇＇ :-1分の 1トニ切り 1:,r l、dlt::.,

》て山手：渓岐に1.：：、じこS!J.c

る？』ii'ーで，：＼＼； .J L ふ 1自入山i吹去の通！ぱ h0tJ1：）~、，＇： ;j t‘ 

さらに輸入Uil!、L、;i;l]li1.ト；！＇用主； Jltこ｝

ll'i/l,i』iニとi「ご，

これ以後山l耳目収支は策（し愉／U保健；立が効を
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であら u 1,,J支店Ltlりらり｛［＇.に政令第： l9りに li1;、.) ＼、て

iはhilこ，'i:;Jい Iii]JzJ占(IJ!f:j完全’JIさ継ぐfこめにぺ＇ '1

•Jut令に上り；i主主；された Bank じmum Negara 

l BlJNEC, I斗ι（ii面長!tiJ) iこ全ζ の業務が，J＼き・≪wが

れた（iL4l¥, BlJNEl；は七株を政府が所有する株式

インドド：， f 支J,1-,'長Hi1 Nati，山tl七 iiはn,ldshank1¥lii1ιI＇ん込よ〉
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,)! Aミざるを1';,t;.< /r. •, ,1こ J その結＼I~ ，

してfkよかし、E6日； i~ 主で；上：1(i）入品

) !-

光山崎命J,Si1H!,.;l):Jr:t，土愉人jJ]J;！対抗でふふと Ir郎、？

ニゴH三日'titl\l11J にある通貨の吸収＇，~；ぐむよう

治｛ヒして I，、；＇・二 'f'::1/ii:i i t I ~(i:i.cf には IIJ

ー一5
J

、r,
．」

人；，ft，守口にはする i'ii!Jl山、山き続くぷ－r:ni:文.,f) l、
その目的は外為取づ！？業をけ：会社のJf；でi室長ずされ，}fl］台が1>::'.(;i二，：五，！） ，＇，れてい t たが， j岳 f'i:iVzl［正効·~~

心としたM：もぜ；L、立味でのi荷業銀行業務を行なりょとしぐ，ム｜！寺的以 i，のでし治、あリ符なかっ／こり

ことであ J Pた。

'.~l l960:(jミにははじくヰランケ系室長fi Escompt 

Bankの支店の全業務が上記の助合と同様のJ子JIII[

でお設ιi吟室長fj Bank Da只anに Negara(B. D. N., 

E155！ドの拘fft,()li＊以後は，物i1Ui安定以）たぷ、輸入規

そ九先行（jミjlj-び輸

イシブレ生放（じさせるという；主

;n11を持干「Iすると外貨危慌に陥 ；） ' 

人規；liiJ1：強化し‘

防空的な商業pcj ,'(I古t:tfJH1)＇乙継承されたり［，，｝行は

i) ii：..／）／ノ後i二述J、る ISJ5(Ji i" ti ) J '.::511 rJ > 

通貨改革（f¥lonet：川r ['urg,e）に去るのであるω
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銀行業務を行なうこととされたの

l,i｝じく 19fi()ifに既存の BankIn<lustri Negara 

(B. I. N.，目立工業銀行）が BankPembangun乱n

In<lonesia (BAPINDO，インドネシア開発主張行）にi:.:文

制された。これは1961年から実施された総0-開発

お力年計｜両ω資金調達と社両遂行の機能生強化ー）

るためにff!s;hh1にものであゐ。このIL1f1.'i.でl.t' 

債券を発行して得た長期資金を製造業，鉱業，大

規模農業の各部門へ供給するという営業形態に変

更はなかったが， 1%6年からは国営部門のみを対

象としたものながら商業銀行業務も認、め「》れる .t

うになったわ

fnl年さらに， 4ラン夕、系銀行 N.II. ¥1.支f,i;

がi司有化さjl, ［ ~.J行と N’ttの Dank Rakjat Tndo田

nesia (D. R. I.，インド下シア庶民銀fj）および政）(.j'

所有株式会社 BankTani dan Nelajan (B. T. N., 

！呉氏漁民銀行）の：i行が事！？たに設なさjした Bank

Koperasi, Tani cl乱nNelajan (B. f~. ・1‘ N., [J弘i,:H:ll

合農民漁民銀行）に杭ii'，継承されたc 形式的には

統合されたが，実際はlflN. Ff. M.支店lt貿易余

両自のみを行ない， 111B. R. I., In n. T. N. It 

農業金融に従事十るとい’）t.こ状態であ，Jこ。

196:1年ーになるとい4常の BankTahun只anPt附

（郵便貯蓄銀行）が Ban＼王 TabunganNegara ( B. T. 

N.，同立貯蓄銀行）と改称され，同時に郵政相監有

下から中央銀行担当相〔1t4,J〕の下にはいった。

他方，同年にOverseasChinese Bankin宮 Corp円

翌 1964年 には Bankof China, Hongkong and 

Shanghai Banking Corp.および Charter巴dBank 

がインドネシアでの営業を停止された。これらの

うち CharteredBank 〔英国系，在インドネシア支店

は3店）の支店の全ての業務がBUNEGとB.N. I. 

（インドネシア問立銀行〕に分割継承された。

そして， 1965年8月には，大統領令に基~5 ， 、て，第

1 ［支］に；j＂したようにインド下シア長良行ー， B.K.T.N.,

B. N. I., BUNEG, B. T. N.が統合され， lLつ

のユニットからなる統一国営銀行， BankNegara 

Indonesia （インドネシア悶立銀行〕を形成した。こ

の新開によって「同常銀行は法的には日行＿j(Bani、

f\h•.!.(ara [ndonPsi丸、 R n. N.、BAI》INil（めとなった

が，仔－，.• －.ソトllliiltc.l常銀行 l行が転化し たもの

であり， 「尖i際に11Bank Negara Indonesia は

1 三、ソトに分＇/ii］されたままであり l，「従前と同様

に機能してし‘た」 Cii:45）。

i二記の変化を要約すれば次のようである。外同

銀行の刻百l土1%91f'二～196.S与えの[Hjに4行が同有｛ヒ

され，仙の＇.l行が常業を十；ζー11－.し，インドネシア筒

示内から外同銀行は全く姿を消した。また，［f］科

銀行および匹l有化 0A した外［1~銀行支店の一部が 11j:

t4iJ成されてゆき， 1965年lご至－，て国営銀行l工法的

にはわずか 3行に統合されてし支った。この統f干

の銀行業務上の怠義は希薄で、あったが，これらの

機構上の集約化と、f.行するように金融機構に対す

る政府の規制は以下にi；己す上うに一貫して強化さ

れてい－，t.こ。

他方， 19日年の法律第13号に基づいて，新しい

範耐の銀行である地方｜規発銀行が金融機構に加わ

った（／1.46）。この地方開発銀行は，各州内の開発を

H的として，州政府と地元民間の共同出資で，各

州、｜に 1行づっ設立されることになっており，国家

資金と地域社会の資金を利用する。 1965年末まで

には全25州のうち22州に設立された。なお，その

支店は本店の所属する州内にのみ設立を認められ

る。

金融機構のこのような構成上の変遷の結果，

1965年末の主要銀行の本支店数は次表のようなも

のとなった。ただし， BankNeεara Indonesiaは

統合前の形で分類した。
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品ι~·~出~i
中央銀行lll:?9130! 

商業銀行iバ4714751 87 Irィ州諸
｜｜｜｜｜＼告1129/I'

貯蓄銀行l1 I 7 I 川トtI 14 I '.'.K 

開発銀行1 I I zo I 211 I I () I Ji山 I17 I :19 

（出所） Bank Indonesia, Re／川 ・tof B,wk Indo・ 

nesia, 1960-1965; Bank Indonesia, Rψort rグ
Bank Indonesia, 1966-1967. 

（注） 国営貯議銀行，国営開発銀行の店舗数は1966
年末のもし！） ，，他は1965年末。なお中央おけ一rit n甘さ長
室良行守、tちかflーなってU、ぞ〉と＇： f j生fJ：。

つぎに， k記の機関の将編成以外の金融行政の

傾向をみてみよう。まず，この時期のH到の1958

年に，自Himで；，i；べたよ川て＇ ｛ン 1：： ネシ γ銀仔の

通貨委只会I}）清成が変医3れて，中央銀行にAす

る支配力が強められた。さらに1962年には大統領

決定によりインドネシア銀行総裁に中央銀行相当

相といらはI怖の地位がりえられ，通貨1さはご三心構

成員は全て閣僚ということになった。この捕i誌に

関してインドネシア銀行の＊日告書は「この時期の

発展段階にJ：けるインドネンア銀行の持能；Ii'l 141 

主義期のも心とは全く呉たるとの確信；二 j十ぺ、て

行なわれた」批判と記している。翌年には，大統

領決定によって，新設閣僚，民間銀行・資本統制

相が任命され，インドネシア銀行を通じてJ1;;I母親

行を統制することになったc これによって、再開

銀行を監督する業務は「通貨委員会に代わってイ

ンドネシア銀行が」 （政令1955年第1号〕行なって

いたものが，寺任閣僚が fン F'ネシア銀行を通じ

て行なうものに改められた。これら三つの借置は

この期間金融機構に対する政府の統制が次第に強

めらオLていったことを’f;している。

また，民間銀行の本支店l没、主禁止，ぷ.＇／ i{ i手tこ
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「GJる法令が多数ifl!J定されたが，それらには次の

五つの傾向が認められる。

(1）過当競争防止

j記臣布告1959年第28号により同年9月19Flに

民間i商業，Jtr苦銀行の設立が認められなくなり，

19fi4'9'-8月2911に民間銀行・資本統制大臣布告

,'f( 4けが制定‘写れるまで続いた3 しかし， 7てた

MdTへの本・ !iJ占の設立は依然認められなかす）

た。

(2) 経営基盤の強化

！）可述のように， 1964年に民間の貯蓄銀行， jtfj

tdH行の設立がμドiJされたが，設立系準カミラび

しくなっている。

(3) 大都市以外への銀行配置の促進

( l）に記したように，大都市上りそれ以外の地

i!'¥i:v'）方が民！日間4行の設立禁止を早く解除してし、

る。

(4) 外国人，外悶銀行排斥

外国銀行支店の設立基準がきびしく，また外

[iJ人役員，株主のし、る銀行は外悶銀行と見倣す

との法令などが規定された。

四個人または少数者による銀行支配の排除

1965年に，持株比率の上限を総払い込み資本

の2%とし，株主数は50人以上を要するとの規

定，およびその他規定が行なわれた。

したがって，これまで述べてきた金融行政面の

ことから，次のようにいうことができる。政府は

金融機関に対する支配，統制を強め，外国人によ

る支記を排し，同時に社会主義的志向を示しつつ，

銀行の経営基盤の強化と銀行業務の地理的均質化

を闘った。しかし，実際にはとのような政策にも

かかわらず，この期間の激しいインフレは銀行業

務にとっては致命的であり，銀行の倒産，支店閉

鎖が多数発生し，銀行にとって情勢は好ましL、も
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／～ η 円でltl.，ノト

インドネシア同内で活動を許される銀行を(1) このII年期の金融政策については次元E：で述ten‘ 

機能別に規定し，d ごるつ

4. 各種銀行の設立左常業に際し遵守さるべき(2) 地場金教被議の建設賂（面）

lリ（山n:1,Vi ！五指むを，1・,L, 

i千純白t1tのすたt存分リ！fをtli1i.:L,

1 ＞ドドン γ銀行方、？村長鋭行を監H,m；惇

(31 

(-1) 

' fてLJI J :iu 1 i’h{'!: ＇~ーとし＇＞ 1をの政変JL)t_i5午lこμニ

をえil三、i. ＜））経i庁（ii分担f；：七: .tインドネ d

ナふこと，およびその本本的な方法を規定 L,
• C }.~ 1i~; jt,lt t.: ・1，た fぺ Jての経済政U-t全般にj)/ 

部員リ(J）規定(5) 
19/io年九月 1111山政変以後反スカル／ i/1えは右’支に

そのj也悲を lc1iiめご；b今、 l削除f子；＼ ! J '.?711 cl）ス J、ル
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－タト同銀行

Ba川、 l/agang N，、，g.ira(Lk] /,: 日rj業銀tr' ,,1，翁数41-i)
Bank Rakjat Indonesia （インドネシア庶民銀行，店舗数219)
Bank Ekspor Impor Indonesia （インドネシア輸出入銀行，店舗数22)
Bank Negara Indonesia 194fi （インド宇シア国ウ銀行1946，店舗数287)
Bank I3umi llay日（大土地銀行， 1苫総数37)

本店i122，支1,,;;177 (1957;y末tこは本店， 121, .k.／苫； 187)

L American Express Bank 
2. First National City Bank 
3. Bank of Ba11gい永
4. Bank of America 
5. Chase Manhattan Bank 
“東京銀行
7 香港上海銀行
8.仁harteredB九nk

9. Ned巴rlandOverzeese Bank 
10. Algemeene Ba且kNederland N. V. 
11. I )eutsche Asiatische Bank 
12. Pierson Herdring & Pierson Bank 
13.緯圏外換銀行
14. Societe Generale 
15. Philippines Nati~:mal Bank 
16. l 'nited California Bank 

C /i司発銀行

｜十国営開発銀行 B叩 KPemb叩 nanIndones凶（インドネシア開発銀行，店舗数21)
地方開発銀行 23行リト｜の数2倒的
民間開発銀11 1行だけ

d II) )fr銀行

｜ 吋j主貯蓄銀行 Bank Talnrngan Negara (Et<l.＼＇£貯蓄銀 ff）本店 I，支店 7
γ －r吃問貯蓄銀行 本店 ll，支店 JO

C ・.i'i'.11）銀行

,-Bank Desa 丸149
1---Lumbung Desa 2,393 
l→ Bank Pasar 131 

i B狙 kK…i 94 
Bank Pega、.vai 1 
その他類似銀行
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TI 1%0年代の金融政策と経済t叶it移

l ！？ω年前後の金融経済

事 i，；，－：ではイ J ドち ；／ アの金融機誌の歴史的な

抗れの中か「〉生；＇-f-[¥I,.＂れてきたその特性を明ら方、

二 lることに（；，J/,/: 二〈けがでは、 lり；SO{j"-f＼＇；のJill

貨ll~H長 ci,,Jと’時 ＇： しく jtなJ,AI九1%9{f民月25f1の

1邑1'{r;文：本（＼TotlC'lary I'm日e）を起点としく (IC! l, 

1960年代には司 i毘述のような特性を持つ金融機構

を介して，どの上りな｛；；，融政策一一ど〈に貨幣Jf{

策 ーがとられラ経済の他の分野の実積をみると

きそれらの政策をどの上うに評価できるのかを検

,itしたU、。

1%9if 8月訪日の通貨改革は位2)'

( 1) 「この『法律に代る政令.！の発効の日に流

通し亡し、る 500ルピア， 10（附／レピアの銀行券の価

怖はそれぞれ50ルピア、 100，レピアに引下げられ

る，」 < rJJf!:に代わる政令1959年第2号，第 1条）

(2) 「政府・氏開銀行の経営者はJ（法律に代わる

政令1959年第38・，第 l条〉「この法律に代わる政令

の発効u寺に銀行の ~l 陛に入れられている定期預金

、lj),Ii:預金勘定あるいは決済勘定の残高J(/1.i］第2条〕

iの仔成金について， 25,000ルビアを上回る額の90

% I （［，可抗；i条）「を凍結せねばならないj。（同第1

条） ！凍結預金は長期の政府債券により代替され

るわJ（同第G条）

(.1] ！外国貨幣に対するルピア通貨のレートは

i米ドルに対して45；レピアに定められる。J（政令

1%9；ド：お43号）

.1::＂、う三つの施策からなっていたわ

これらの施策によって吸収された通貨は政府の

“利義”とみなされ，インドネシア銀行からの政

府の借入れ金の返済に使われたo すなわち，高額

紙幣の切下げにより吸収されたお億2100万yレピア

は政府の“利益” ξして1959年第 3四半期にイン

ドドシア銀行への返済に当てられたf注3〕。外貨に

対する，IVピア匂jFl:fにより生じたインドネシア銀

行保育の外国為替の評価益7億7700万ルピアは第

,111q半期にat4)，さらに凍結預金の80億4300万ル

ピ「は1960年中位5）にそれそれインドネシア銀行

，、の返済1，こ、当てられた。

この間の通貨供給増減要肉としての政府部門の

実誌は第 2表のようであり，これらの返済を除外

すれば1959ifに政府は 179億1200万 Pレピアの通貨

49 
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門は外国の資本と技術によって営まれる近代的なそのほとんどす( L ドネ νアの金融政策には，

民会通貨を利用する割合が大きか－＿，たのである。

Lかしながら，独立後は園内市場向け産業部門に

も通貨の使用が徐々に拡まってきた。そしてそと

でfJ主として現金通貨が用ヤられたのである。そ

れと平行して，中央銀行借入れに依存する赤字財

政は年々大量の現金通貨と少量の預金通貨を家

ロ＼－，企業に供給していった。他方では銀行業務や近

代的な企業活動にみるべき発展が起こらなかった

ため預金通貨の需要は大幅には増加しなかった。

とくに財政の赤字幅は企業への融資増に比べて庄

倒的な大きさを示したため，通貨総供給量に占め

る現金通貨の割合は急速に上昇していった。

このようにして現金通貨の構成比が次第に高ま

ったのであるが，国際比較した場合インドネシア

における現金通貨の割合がャかに高いものである

かは，第5表と第8表によって1963年から1968年

の聞の実績を比較すれば明らかである。

およびその業務の性格のゆえ分~lfであったため，べてに，庶民fl'JあるL、lt間接的に通貨の膨張を拘］

しかしfょが九通貨

供給の実績は第 4表および第 8表が示すように長

年の聞大幅な増加を続けてきた。第 4表によれば

1947年i）、ら！？川O年まで内13年間に通貨仕供給量は

毎年平均して25.5%増加して， 19.2倍に達した。

この通貨供給量の増加lの主因は，すでに前章でも

制する店、聞がこめられてレ／こノ

そして主t＝第4表が：示jLうに，

政府部fi!Jでふり具体的にはy示字財政なげ）守ある。

他方，通貨総供給量に占める現金通貨の割合は，

1940年代末には50%台にあった。

述べたlうに、

この割合は以後

ヤ
」

（／）経過hl, i 11輸出産業：おいすの外部にも :vionetiza-

tionが次第に拡が d 》ていたこと（注9l, (2）通貨供給

量の増加！の主悶が常に財政赤字であった三と，（3)

急速に明り111.(1950年代末にl土70%に浮［た。

の三つ銀行業併すで主活動が停1rr'il'r-Jであ η たこ正、

pて説明主れ得る。前章で述へたよう（／）＿事実いよ

ここからは論点を1958年以降にしぼるこ

とにしよう。 1959年8月に行なわれた通貨改革に

ラI

さて，

に植民地期の経済は輸出産業部門と国内市場向け

産業部門どに 2分されていたが，当時の通貨はそ

の多く刀：1)fi /'1の部門で使われていたり治出産業者~
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11 「Iによる業議＇， J!J融資浅高 (I；ぷ f¥;1111、iミal《jatlndn,wsi川

A 国公企求および政府閣係機関
B 政府系合業
C 民間企業および個人

銀行およびその他金高機関（除外為銀行）
保険会社，貯蓄機関および年余主主<it
日 ：fj 流通業ぷ
輸出法目
的入、長 /'i
初、糖 Wt 1:,1 
そ の他農陶
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倉庫運輸業者
ι；： 業 イp f草を
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（出所） 1958年9月は BankIndonesia, Report of Bank Indonesia, 1958-1959. 

その｛也は Bank Indonesia, Rφort of Bank Indonesia, 1.959-1960. 

先立って， 4月に通貨委員会は国営，民間銀行の

信用供与残高を一律に各行の1958&f'.8月の水準に

限定するなど金融引締め策を決定した.. ::n(i表に

示した外国為替銀行13行の実績からじ、 1%9年 4

月当時は1958年 8月当時に比べて信用供与残高は

2割前後増加していたものであろう。引締め政策

ラヱ

の効果を1959.if(i )Jの数値で半I］（析するなら， lt:Z品

融資額から 7 ，付 %•JI き下げることができたもの

どHf定される お7表で説糸川貨の動Jをh ご〉

三、 4月かムら JHニかけてら%脱皮供給量がi'J.ix.＇レ

した。しかしながら，他方では現金通貨の供給量

が毎月増加しており，その結果通貨総供給量も増
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くJ9G5If.に引主上げられたが，付記長ljlじトと iド央銀

行＼の ／j.\~よくT) 比ギは変更されぐい／よい（

この政策はとくに企業部門を；rt象と Lた企融，；I 

'. r,i；んJl<i:＇.荘でよ＇）〆：， , I (!Slli! ,J> i1f!貨は，＇，＇，：，，バ山＇；で i品

,J.,,.・ "l(dli λ｛1、L、；：、 l'Ii ;o 'Iヅ〉公「111;¥'ii iiiJ. i ; ・-', f,lt 1 

,';1:1111＇！、 1・，.，岨J't以下、11:;t；民生活匁 L . :;,; I ム， ：~； ;,-; 

，＜全なた j弘山、企守：;t'flll''J（ミvりたiムト＇ ／：工う i＇二

',,11:・; tいJ,.,,; 川、（， 11！.，：附！Vii示i地r;11;;,',;u L、 lr・:'1・ 

『 ; f; ~ ;, .' I '., it」と々上川；＼ .：，ιi；こり lら；；；＿／ぷ，；I 

ノ：JJI' ;J ,v, :'., J'i' I立仏人 ！,,/1 ＇：」、；＇.， 1, (I！と／＇；／「＇ ./L 

111111人：（ ,¥ i こ~-J L 1M,1人（l;;;i,fヒ主lHi; ~ 11:HムLJせち

1,d111iにr'Jfli!,'.・hごtJtふ5::re訟を悦；長IJjる.／／'i'iriL仁

川：，（）｛ド代I二，＼ i1(1貨II)!(l[:.i. ;:;flハーっと｝ 二ljil吐、y!, 

てび）11文，.しlt illi tミjJJJ＞；；訟のfrjl乙：、乞ゴ、 リ ！； ) ];11'. 

リ ilるけjれを.j:'y,）ことを小した｛ふ11か‘［：1H;i'ドJI

f〆 ノLi千；1¥cnq1ではそしりぷ誌は／1j< i土｝1'1出iでさ

'. ,, • .. ご，I)i'111 j／仏、，r,Iお！］Iii上lりi)l)｛トパ ）1:!5(j ;.・.1免ll：→

・; ; I t・'.: I • i) '' /tll)) Cf t ！＜＇りjl : 二ll k r(f；上級Ii；こは

r 匂 1,II此l(fIf; t樹立Jti",J:Iv＇＞仁 υ）1, 1；土L、ヶ シ

1・,,if，↓守 ・1'1(1d(J［リ！上 I/;-_ ・・＇＇ご、怖人 ti-1: ti,，！＼！：＼犬＜／I 

:: 1,; t 11.'r i ご； I外いl：九併民会i・.11ifl!，＇.、；＜：， iU,,1 ：・、

「銀行円以川h'i'.t？「ll午、；千々の＜；i；白人li,z,JI、ハト依し.，

ル’＇ r¥J(1lliえ！｜｜「IL1,v'l白〆伝で 1r fti午、し心； j).1 (; 

/( 1・, ,¥. : ,¥ ' IてII; l:l 愉人公／M：の；三11::L、iそ；了

〈 之y，ノ、 、、ノャ； ,'fl;,¥/, I i；二 J 川、どん（！解ドぷされfご

' ・ I 14 '.. : ）れとれ t，町二!OJl :: I 1にJk打.:C{Lt：.川端：,JI 

f;fii/,j昔；ri:1こにけ凡び間入会一民主はえだじ「B),1、

i二ll)(j]{f付）］に拘亙F；て主；／l；~ど L 、ぐ｝終 ir',品全；

l「］口1, 19ti7午に輸入念倒的；11111：：ざ〆＇［ ／二円以，外｜川

崎山資余J)i1iL J, 7.1 ·；明）Jll した；［／~1兄＼； ＇ケ f' ノザ (,f：ぷ

どして中市人/i｛，庄が示安；H,:-,; ALたたふ＇Jごあふc 込l)

Jいこ上JL(J, l 9(-i(Ji十三 J%:{ff‘にi工fl入1iift.ムL、令し＇）

if[ ff ,J i凶貸しり日々山安芸［qどな らてレる /J,, l'J(ilil' 

1962'1・は援に通貨供給増の要因とな・：，ているo

,,,.1963年には［尋常および民間銀行に対して資金の

流，！1.会iff接的に況首jlJする融資配分規制が行なわれ

ι＇ ・＂の内有は沙；の Wiで述Jくるが，公的部門とJ-1.';

li¥J;'rj¥Ji'lv>li'iト子 l lごま t.~ 産業部[11J間の融資配分比

ド合：ためー： ν、み J 配分比率は1965年， 1966年に，

,ii；変量：；ど壬けたが，これらの政策は資金の配分の

J¥iHiil金主iJ際Jうすると同時に，財貨の生産増に白：

び千j力、なL、ような分担十、の融資を通じて通貨

が；JiJ>J1；すること （!:'.F,;jくことも立函，＇－）.していたの第

9点ては出＇1：｛；企業，政府関係機関／＼の融資に上る

1'1i t旨{J:lj命的tt1亡11¥J{iでJ丸個人＼の融資によふ供給

！”をけi'<I 》 ζおし この関係はi二戸己政策の）j針ーや

i制誌の第191毛：沙、け）の公的部門ど民間部門の間の

融資＇filli，＇と食～、 j主 2てし、ふ。そ）lゆえ，ことでは

拙氏M分｝j,¥fljljO)if主貨供給増抑制効果に関してはやi

itJr L itl t.f v、。

で，n11:Jn19ti5iH2Jl 1:rnにゾノミ下ーションが

{ltx，いれ、 1000( Ill jノレ，－＂y l （税rJ ；しピアと変

U:::'tしCv、ゐリ

i'1il れと泌へ／：新体制の経済政策大綱，第 4同事r;’

lιぃ、－！l（協品会決定第23』； tこぶづし、て， 1966年lO)l

:¥ llに包括的な経済政策が内閣幹部会話11令として

定められ f二。この rt• の lJ長として念融の引締め方

i’ih;L r,U＇，主 Jt. !ti.I’日長lHf・o）貸出し利子平が月手I]

，；川～ 9%とレう正：iい水準iこ決定され，銀行融資

J) lJ泌が設定されど〉などしたっ法日すべきは，こ

の，fillノ；7にむし、て財政均衡化の方針が決定されたこ

とであり， 1967年の歳入・寂ILiは予算段階では第

1u,t;;・ Jょ，,i1.,ゐとむり均衡予算が組まれた。実結

itぶ’J：と心 Jたが， lOO'Y.，を越すインつレの下で

名［Hili山，A：字 11，~＼ rt前年比 (i分の 1m1i;rに縮小し

たり 三，－，卜二宮19G8年は予算，実績ともに歳入・長

illが均衡したしその結束；通貨総供給長変動tこ対す
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G

G

る公的部門の寄与：容はわずか 6.7%にまで低下し

た。そして通貨供治法の増加率は1966年の763.5%

から1967年， 1968年のそれぞれ131.8%, 121.3% 

と低下していっ犬。ミらに， 1969年度日lG）の財政

収支は 100)jルピアの黒字となり，それと対応す

るように通貨総供給法の増／JIU主わずか58.0%とし、

う水準にまで低下した。この財政と通貨供給との

関係によって，インドネシアの通貨膨張は激化ナ

るのも沈静化するのも財政次第であることが明 （，

かであろう。

そして、物価上外ネは1966年を頂点、として以後

次第に低下していった。また， 1966年10月に金融

引締め政策の一環として引き上げられていた利子

率も，物価上昇率の低下に伴って，お14表（次！？）

にみられるように頗繁に引き下げられた。同時に

民間部門への資企供拾が相対的に増し，通貨総供

給増に対する寄与率は1966年の28.6%から1967

年， 1968年の各74.1%,71.1%に土Vし，政府部

門のそれをはるかに上回るようにな J たω

ラ6

したがって， fンドネシアに才j］，、ては， J虚貨供

給量調整策としての金融政策は， 1966年までは財

政を通じての通貨供給増が膨大であサたため、な

すところがなか e ，たが、それ以後it民間部Jllj.＇の

通貨供給が増してきているため金融政策が機能し

得ら保境が~） < 1・, れてーといる去 十りごとができ

.. 
イJ0 

と三ろで，されまで述ぺてきたよりに通貨の名

目的な供給仕句 1966年までは，財政赤字を；1B仁て

年々大幅な増加を続けたが，他方におし、て， 1960

年代に入ってかt，は物価の上昇も半年しか yfこc

H. W. Arndtの試算によれば第11表に示されて

いるように！通貨の実質供給量は1960年に 145倍、

ルピアのどークに達し，以後1966年3月までには

億ルピアにまで低下した。J（注17)

I 1表で！討し、られてU、る1964年以降の通貨供給

畿の統計は後にインドネシア当局により訂正され

たυ1960年～ 1969年に関しての新たな統計数fr~：を

用いて算定したi面貨供給塁， GNPJ7レーザー，
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で回wしたっ

このように1960年代前半には物価の上昇が通貨

1/){!L、給市全 1-.i川り、 i面白山’実質供給肢は大似 V1,1；~

1954年価格のJ市貨供給尽

（単｛な； （おじ10／；；：：.＇，レピア）
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計前，i・長、本番Eik・労｛的；」；給・人μ政策・経済発展な 2の
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1f111ヰ文化大革命とベトナム戦争
両者一の関連ーをめくる一つの推論

今JI(英一・浜勝彦共著

文化大革命はf可，＇＆伝ったか。米中戦争の危機は実在した
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170ff{/¥ 280 

近代中国；~民革命の源流
一海豊における豊民運動長浜著山本秀夫訳

初期小限革命の：it流の中で，手命的情熱正固い意志とに

よって海併でやjめて農民草命を成功させ， 「彼ほどにfl
れt：弟命；画くは毛沢東以外にないj といわしめた彰併の闘

いのぷ絞 174頁／￥ 280 
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